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あとがき
　近年，透析患者ならびに末期腎不全患者の高齢化
は著しく，透析患者の平均年齢は 70 歳を超え，透
析導入時平均年齢も同様に70歳を上回るに至った。
これに伴い，透析導入や透析継続が困難となる症例
は増加しつつある。さらに，多様な病態や価値観を
背景に，腎代替療法の継続を望まない患者も散見さ
れ，腎不全に対する緩和ケアに，医療として真摯に
取り組むことが求められる状況となっている。
　こうした潮流のなか，堀川惠子氏の著書『透析を
止めた日』を契機として，自民党における勉強会（腎
臓病患者の終末期医療に関する勉強会）などの活動
が展開され，厚生労働省作成，日本緩和医療学会・
日本腎臓学会・日本透析医学会監修による「腎不全
患者のための緩和ケアガイダンス」も公表された。
いまや CKM（保存的腎臓療法）をめぐる知見と実
践は，透析医療および CKD診療に携わる医療従事
者にとって不可欠の素養となりつつある。
　そこで本特集では，CKMについて，透析患者な
らびに CKD患者を担当する医療従事者が把握して
おくべき要点を網羅的に整理し，実臨床に資する情
報を提供することを目的として企画した。総論では
CKMの現状と基本を概観し，各論では日常診療で
の活用を念頭に，平易で明確な記述となるよう，各
領域の先駆的専門家に執筆を依頼したところ，いず
れも快くご承諾を賜った。多様な病態や社会的背景
のもとで，私たちが知り，留意すべき要点が的確に
示され，実務の「かゆいところに手が届く」充実し
た内容となっている。
　本特集の発行にあたり，ご多忙のなかご寄稿くだ
さった諸先生に，あらためて深甚なる謝意を表した
い。本特集にまとめた知見を深く理解することは，
CKMに関する医療従事者の迷いや逡巡を解きほぐ
すのみならず，透析患者ならびに末期腎不全患者，
そしてそのご家族にとっても大いに有益となるで
あろう。読者各位には，ぜひ熟読のうえ，関連する
医療従事者にも広く一読を勧めていただければ幸
いである。
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